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主 な 記 事

１面 多国間共同訓練コブラゴールド２４
２面 北部方面写真コンテスト２０２３

旅団部隊スキー指導官養成集合訓練
３面 幹部任官行事、新部隊長等紹介

第５飛行隊服務無事故２０００日達成
４面 旅団長が北海道補給処を訪問

第５旅団２月２０日（火）から２８日（水）ま
での間、タイ王国で実施されたアジア最大規模の
演習である多国間共同訓練コブラゴールド２４に
第５旅団（旅団長 鳥海陸将補）から旅団司令部
２名、第５後方支援隊衛生隊２名の計４名が参加
しました。
本訓練は、米国及びタイ王国共催のほか、日本、

中国、韓国、シンガポール、マレーシア、インド
の計８ヶ国が参加したものであり、国際平和協力
活動に係る統合運用能力を向上させるとともに、
参加各国との連携強化及び相互理解を増進するこ
とを目的としています。
訓練前半のＴＴＸでは、人道支援・災害救援活動について、各国が座学による説明を実施して、

被災地域や国際人道法などを含む各種関連規範について理解を得るとともに、その後の座学で学ん
だ事項をテーマにした討議により、各国間の情報共有を含む連携等について認識を共有しました。
訓練後半のＦＴＸにおいては、司令部医務官（伊東２佐）が参加国に対して、日本の自衛隊災害
派遣活動（災害医療活動体制）について普及するとともに、実動訓練では、マグニチュード７．３
の大地震が発災した想定に基づき、各国軍及びタイの消防等との混成医療隊を編成して、トリアー
ジ区分に応じた医療活動を実施しました。また、訓練間に熱中症の実患者が発生しましたが、司令
部第４部・衛生班長（八幡１尉）が迅速・適切に対応するという場面もありました。
本訓練を通じて、第５旅団から参加した隊員は、多国間連携の医療活動能力の向上に寄与すると

ともに、今後は、今般修得した事項を教訓とし医療活動任務に邁進していきます。

アジア最大規模演習に第５旅団の隊員４名が参加

各国との連携を強化

記念写真

実動訓練（５後支＝中村３曹） 災害派遣活動説明（司令部＝伊東２佐） 各国による座学

実動訓練（５後支＝飯塚２尉） 実患者に対応（司令部＝八幡１尉）
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第５旅団は、２月１７日（土）から２９日（木）までの間、
糠平源泉郷スキー場において、令和５年度旅団部隊スキー指
導官養成集合訓練を実施しました。
専修員は、部隊スキー指導官に認定されるために、積雪寒

冷地の行動に必要な知識や技術を学ぶとともに、訓練終盤の
認定試験では、学科・スキー技術・指導法について、今まで
練成した成果を遺憾なく発揮し、評価・判定を受けました。
認定式では、訓練担任官から専修員に対して部隊スキー指

導官徽章が授与され、３１名の部隊スキー指導官が誕生しま
した。
部隊スキー指導官になった隊員は、今後、各部隊で積雪寒

冷地で必要な知識や技術を普及していきます。

訓練間、専修員を
支えてくれた管理要員徽章授与

第４普通科連隊広報陸曹の代３曹は、２月
２０日（火）、北部方面総監部において、北
部方面隊で実施された北部方面隊写真等コン
テスト２０２３で「幕僚副長賞」を受賞し、
北部方面総監から表彰されました。

受賞した写真
タイトル 「迫撃の巨人」

北部方面総監から
表彰される代３曹

（写真左）

旅団部隊スキー指導官養成集合訓練

３ １ 名 の 部 隊 ス キ ー 指 導 官 が 誕 生

認定試験

第５旅団ＹｏｕＴｕｂｅ
チャンネルの登録をお願
いします！

第５旅団
ＹｏｕＴｕｂｅ配信中

指導官になった３１名の部隊スキー指導官
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中津健士 １等陸佐

第５通信隊長

西條裕也 ２等陸佐

第５旅団
司令部幕僚長

小林憲正 １等陸佐

第４普通科連隊長

後藤真二 １等陸佐

第６即応機動連隊長

第５旅団は、３月８日（金）、帯広駐屯地において、
第５飛行隊（隊長 村山２佐）が服務無事故２０００日
（約５年５ケ月）達成した功績を讃えるため、服務無事
故優秀部隊として表彰するとともに第３級賞状を授与し
ました。
本表彰は、服務事故の発生が無い部隊を表彰すること
により、部隊内の相互注意喚起を行いやすい環境を醸成
し、服務事故による不幸な隊員の発生を局限させ、部隊の誇りを持たせるとともに、士気の高揚を
図ることを目的としています。
今回の受賞は、脈々と歴代隊長から繋がれてきた隊長の統率力、先任上級曹長や各階級隊員によ

る服務指導、そして隊員一人ひとりが自衛官としての使命を自覚して、服務の本旨を正しく理解し
ていたことの証左です。旅団長は、訓示において「第５飛行隊の全隊員が職責を果たし、厳正に規
律を保持し続けてきたことを誇りに思う。これからも村山隊長を核心として服務無事故を継続して
いってほしい」と述べました。
引き続き第５旅団は、旅団内の全部隊に対して本表彰を実施できるよう、服務事故の絶無に努め

て参ります。

第５飛行隊服務無事故２０００日達成
服務無事故優秀部隊として表彰

幹部任官行事
第５旅団は、３月１４日（木）から３月２１日（木）までの

間、帯広、美幌、釧路、鹿追駐屯地及び近傍地域において、幹
部任官行事を実施して、初級幹部としての門出を祝いました。
本行事は、任官する幹部候補生に対して、初級幹部としての

重責を自覚させることを目的に、各部隊それぞれの場所で各部
隊長へ申告、階級章授与、幹部としての服務の宣誓をして「部
隊団結の核心となること」を誓うとともに、今後の決意を表明
させる等の内容で心に残る行事となりました。
第５旅団の新たな戦力となった幹部２０名は、各部隊で小隊

長等の役職に就き、隊員とともに粉骨砕身の思いで知識と技術
を磨き、精進していきます。

第６即応機動連隊 第４普通科連隊 第２７普通科連隊

初級幹部
として新たな
一歩を第５特科隊 第５施設隊

第５戦車隊 第５後方支援隊 第５通信隊 第５飛行隊 第５化学防護隊

第５飛行隊が
服務無事故２０００日達成

第４２即応機動連隊長より

西方総監部防衛部
訓練課長より

陸幕防衛部防衛課より

陸幕副法務官より
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第５旅団
ホームページ

検 索 各種イベントや部隊の紹介、過去の「ひがし北海道だより」など情報が盛り

だくさん！ぜひ！クリックを！
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▲井川駐屯地司令

▲鳥海旅団長

鳥海旅団長・井川駐屯地司令は、３月
２９日（金）、月ごとの帯広駐屯地慰霊
碑参拝を行いました。

鳥海旅団長・井川駐屯地司令

帯広駐屯地慰霊碑参拝

旅団長・駐
屯地司令は、
帯広駐屯地の
所属隊員二十
二柱の御霊に
衷心より、敬
意と感謝の念
を捧げて哀悼
の意を表すと
ともに、日夜
地域のために
精励する旅団
・帯広駐屯地
全隊員の安全、
我が国の平和
と繁栄を祈願
しております。

営内居住隊員と交わした約束のために
第５旅団長が北海道補給処を訪問

鳥海旅団長は２月１４日（水）、北海道補給処を
訪問し、豊田補給処長（３月２８日付退官）に対し
て、隊員のために営内居室の枕を更新してほしいと
要望しました。
この訪問は、令和５年１２月に旅団長が部隊の営
内を巡視した際に、古い枕（１９９６年納入）を使
用していた隊員と寝心地向上のために、「枕の更新
を約束」したのがきっかけでした。隊員の身体作り
において、訓練や栄養摂取だけでなく休養も大切な
要素の一つであり、その中で枕は睡眠という休養環
境を作り出し、安心感を与えるものであり、旅団長
は重視しています。今回の訪問で、補給処は納入さ
れた寝具類を役務輸送などを活用しつつ、速やかに
各駐屯地に交付してい
ることを確認しました。
第５旅団は、今後、

寝具類を大切な要素の
一つと捉えるとともに、
不備があれば更新要望
していきます。

補給処を訪問した旅団長


